




グローバ ルに活躍する若手医師たち

“End of Life Care”から　
医師のあり方に立ち返る　　　
～CMAAO東京総会～

阿部 計大
WMA-JDN役員・JMA-JDN前代表　　

手稲渓仁会病院で研修後、東京大学大学院公衆衛生学博士課程
に在学中。家庭医療専門医。認定内科医。認定産業医。

2017年９月13 ～ 15日、東京でアジア大洋州医師会連合
（CMAAO）総会が行なわれました。本稿ではそこで “End-of-
Life Questions”をテーマに17か国が発表したシンポジウムに
参加して学んだことを報告します。
私たち医師は、病棟での診療や救急診療・在宅医療のなかで、
患者の死に直面します。死亡確認の作法には慣れても、人の
最期はいつも劇的です。死亡宣告のたびに、患者にとって最
善の手を打てたか、医師としての義務を果たせたかと自問自答
を繰り返します。医師として患者の終末期にいかに関わり、い
かに看取るのかという葛藤は万国共通のようでした。各国の死
と臨終に対する姿勢や信念の多様性には驚かされます。例え
ば、患者は神の名を繰り返し唱えるかもしれませんし、カルマ
や再生を信じるかもしれません。家族に見守られて逝くことを
何より大切に思うかもしれませんし、最期まで死については語
りたがらないかもしれません。しかし、それが自分に了解でき
るものであってもなくても、医師である限り果たすべき役割は
共通だと感じました。それは「可能な限り疾患を治し、苦しみ
を軽減し、患者の最善の利益を守ること」です。国によっては
医師の幇助による積極的安楽死が合法化されていますが、患
者の意思が明確ではないまま安楽死に至るケースもある実情
は深刻に受け止めるべきです。患者の意思は移り変わるもの
ですし、せん妄や抑うつ状態等があると、正確に意思を汲み
取ることは難しくなりま
す。世界医師会は、国
が安楽死を合法としても、
医師は安楽死に関与し
ないように強く勧めてい
ます。会を通じて、医師と
してのあり方の根本に立
ち返ることができました。

日本医師会の若手医師支援
今回は、WMA-JDN・JMA-JDNの若手医師より、アジア大洋州医師会連合（CMAAO）総会、

JMA-JDNフォーラム2017、世界医師会（WMA）総会の報告を寄せてもらいました。

JMA-JDNフォーラム2017　
～國井修先生ご講演～のご報告

鈴木 航太
JMA-JDN 副代表（外務）　

川崎市立川崎病院で臨床研修修了後、慶應義塾大学病院精神・
神経科学講座へ入局。 2016 年 4 月より同大学大学院博士課程所
属。精神保健指定医、精神科専門医。

2017年9月16日、東京都医師会館にてJMA-JDNフォーラ
ム2017が開催されました。日本医師会・東京都医師会のご
支援を受けて実現したもので、若手医師・医学生など全体で
70名程度の参加者にお越しいただきました。
本フォーラムは、前半・後半の２部に分かれており、前半では、
ドイツ・韓国・ミャンマー・日本の若手医師から、これまでの
自身のキャリアについての講演が行われました。
後半では、130枚にものぼる写真を豊富に用いたスライドを元
に、國井修先生による講演が行われました。先生は、世界エイズ・
結核・マラリア対策基金（グローバルファンド）の戦略・投資・
効果局長を務めていらっしゃる、国際的にも大変ご高名な方
です。講演では、学生時代から今日に至るまでの活動、考え
方について情熱的にお話しいただきました。学生時代に読ん
だ本や、インド・ソマリアをはじめとした世界各国の実情を見
てまわったことを契機に、国際問題に強く関心を持つようにな
られたそうです。その経験から出てきた「若いうちは頭で考え
すぎるな。見て、聴いて、触れて、体で感じとろう。感性で掴
み取ろう」というフレーズは、グローバルキャリアを考えている
若手の参加者を勇気づけるものだったと思います。これまで経
験されてきた数多くの苦労についても語られましたが、学生の
頃から一貫して粘り強く自分の夢に向かって突き進む姿は印象
的でした。懇親会では先生を囲んでざっくばらんな意見交換も
でき、時間いっぱいま
で議論の尽きない充実
した時間となりました。
今回のフォーラムが、
参加者の皆さまにとっ
て、今後のキャリアを
考える一助となること
を願っております。
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グローバ ルに活躍する若手医師たち

※先生方の所属は 2018 年１月現在のものです。

2017年10月米国シカゴで世界医師会（WMA）総会が開催
されました。WMAというと遠い存在のように感じるかもしれま
せんが、今回より日本医師会の横倉会長が世界医師会長に就
任され、世界における日本のリーダーシップが益々期待されて
います。また医学生なら誰しもが習うヘルシンキ宣言やジュネー
ブ宣言などを定めているのもWMAです。今回の総会では医の
倫理について定めたジュネーブ宣言の改訂も行われました。
学術集会では「卒前医学教育における質の保証」をテーマに、

「医学教育の質の担保と認定機関」「医学教育の新モデル」「世
界の医学教育の実態、地域ごとの比較」についてディスカッ
ションがありました。インドやサハラ以南の地域では人口比の
医学部数が不足、アジアや南米では無秩序な医学部増設によ
り臨床実習の機会や教員が不足するなど、世界では「医学部
の数や質の担保」に関する問題が生じています。アフリカでは
研修施設・器具、教員など物的・人的リソースが絶対的に不
足し、欧州では、国外で医学を学ぶ人が増え、実習や仕事の
際の言語の壁などの問題が指摘されています。世界から見ると、
日本の医学教育は一定の質が担保されており、いかに恵まれ
た環境にあるかを実感します。しかし、医学は日々変遷してい
ます。今学ぶ常識が20年後も通用するかは誰にもわかりませ
ん。だからこそ医学教育に求められるものも変化しており、医
学知識・技術の習得だけでなく、コミュニケーションスキルや
プロフェッショナリズム
など多方面の能力が重
要視され始めています。
こうした社会の変化や
医学の進歩に柔軟に対
応出来る能力を身につ
けることが重要だと感
じました。

世界の卒前医学教育
～世界医師会シカゴ総会～

JMA-JDNとは

岡本 真希
JMA-JDN副代表（内務）

洛和会音羽病院で臨床研修修了。循環器内科医。現在、ドイツ・ブ
ランデンブルグ心臓病センター留学中。

2017年10月11～ 14日にかけて米国シカゴで世界医師会
（WMA）総会が開催されました。卒後10年以内の若手医師
で構成されるJDNは、それに先立ちJDN Meetingと称して
10月９日・10日に小規模なミーティングを行いました。
今回の主要なテーマは、近年懸念や関心が高まっている抗菌
薬への薬剤耐性（AMR）で、専門家を招聘した講演やグルー
プワーク等を行いました。AMRに関する啓発活動を行うと同
時に、様々なステークホルダーの協働を促進させる国際ネット
ワークであるReActやWHOからは、AMRについて基本的な
背景知識やこれまでの取り組みについてお話しいただきました。
畜産分野等食料生産供給の現場での抗菌薬使用についても、
第一線で啓発活動を行うNGO等からご講演をいただき、ヒト
の臨床現場以外での抗菌薬使用がいかに多いか、我々臨床
家が抗菌薬を適正に使用するだけでなく、農業・獣医学・環
境分野等、分野を越えてこの問題に取り組む必要があること
が再認識できました。また、地元のシカゴ小児病院における
抗菌薬スチュワードシップ（治療効果を最大にし、薬剤毒性や
芽胞産生性偏性嫌気性細菌を例とする病原菌の選択や、耐
性の出現等の意図しない作用を最小にすることを目的とした組
織的な取り組み）や、抗菌薬が不適切に使用された食材を病
院食として購入しない等の医療現場での取り組みもご紹介い
ただきました。感染症診療は私も日々勉強中です。適正使用
が重要だということは
言うまでもありませんが、
個々の症例を超えたマ
クロな視点でも、我々
の環境や未来にも持続
可能な抗菌薬使用を考
え、行動していくことが
必要と考えます。

世界の若手医師がAMRを考える
―世界医師会JDNミーティング
から―

佐藤 峰嘉
JMA-JDN役員（国際担当）

2012 年北海道大学卒、砂川市立病院で臨床研修修了、呼吸器・
総合内科を研修し、現在、王子総合病院に勤務。

Junior Doctors Network（JDN）は、2011年4月の世界医師会（WMA）
理事会で若手医師の国際的組織として承認されました。JDNは、世界中
の若手医師が情報や経験を共有し、未来の医療を考えて行動するための
画期的なプラットフォームです。日本医師会（JMA）は2012年10月に国
際保健検討委員会の下にJMA-JDNを立ち上げました。これまで若手医
師の集まりは学会や医局、地域、NGOなどの枠組みの中でつくられてき
ました。JMA-JDNは、多様な若手医師がそれらの枠組みを超えて、公衆
衛生や医療分野において自由に自分たちのアイデアを議論し行動できる
場を提供したいと考えています。関心のある方は検索サイトやFacebook
で「JMA-JDN」と検索してみて下さい。
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皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
お
住
ま
い
の

都
道
府
県
の
医
師
会
は
身
近
な
存
在

で
し
ょ
う
か
？　

今
回
の
記
事
で
は
、

東
京
都
医
師
会
の
学
生
支
援
活
動
に

つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
担
当
理
事

の
島
﨑
美
奈
子
先
生
、
目
々
澤
肇
先

生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

共
に
成
長
す
る
存
在
と
し
て

―
―
東
京
都
医
師
会
（
都
医
）
で
は
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
学
生
支
援
活

動
を
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

島
﨑
（
以
下
、
島
）
：
都
医
は
、
次

世
代
医
師
育
成
委
員
会
と
い
う
委
員

会
を
設
け
て
お
り
、
そ
の
一
環
で
医

学
生
の
支
援
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

主
な
活
動
内
容
の
一
つ
は
、
「
医
学

生
、
研
修
医
等
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た

め
の
会
」
の
開
催
で
す
。
都
内
13
大

学
医
学
部
の
ご
協
力
を
得
て
、
毎

年
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
医
学
生
の
活
動
の
顕
彰
・
助
成
金

提
供
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
目
々
澤

先
生
が
企
画
さ
れ
た
学
生
と
の
連

絡
会
を
年
1
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
は
9
月
に
開
催
し
、
都

内
は
も
ち
ろ
ん
、
都
外
の
大
学
か
ら

も
多
く
の
学
生
さ
ん
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

―
―
連
絡
会
は
、
ど
う
い
っ
た
経
緯

で
始
め
ら
れ
た
の
で
す
か
？

目
々
澤
（
以
下
、
目
）
：
私
は
現
在

理
事
と
し
て
都
医
に
関
わ
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
、
都
医
の
医

療
開
発
委
員
会
に
入
っ
て
い
た
ん
で

す
。
そ
の
頃
か
ら
医
学
生
の
皆
さ
ん

と
の
関
わ
り
は
あ
り
、
交
流
も
兼
ね

て
連
絡
会
を
開
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
理
事
に
な
っ
て
、
次
世
代
医
師

育
成
委
員
会
担
当
の
島
﨑
先
生
と
合

流
し
、
引
き
続
き
こ
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

島
：
私
た
ち
は
大
学
の
先
生
や
臨
床

研
修
の
指
導
医
と
共
に
、
医
学
教
育

の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
専
門
性
を
も

つ
い
わ
ば
「
同
志
」
と
し
て
、
若
い

先
生
と
共
に
学
び
、
成
長
し
て
い
け

た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
。

医
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

―
―
医
学
生
に
伝
え
て
お
き
た
い
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
？

島
：
目
前
の
勉
強
も
も
ち
ろ
ん
大
切

で
す
が
、
「
10
年
後
に
社
会
に
求
め

ら
れ
る
医
師
と
は
ど
の
よ
う
な
医
師

な
の
か
」
と
い
う
こ
と
に
も
、
思
い

を
馳
せ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
口
が
減
少
し
て
い
る
反
面
、
医
師

の
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

社
会
に
求
め
ら
れ
る
医
師
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
何
が
必
要
な
の
か
、
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

目
：
も
ち
ろ
ん
、
将
来
の
こ
と
を
考

え
る
に
際
し
て
、
情
報
が
足
り
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
例

え
ば
、
開
業
す
る
と
診
療
だ
け
で
な

く
経
営
に
つ
い
て
も
考
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
身
近
に
先
輩
が
い

な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
想
像
が
つ
か

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人

生
の
先
輩
の
一
人
と
し
て
、
有
用
な

情
報
を
提
供
で
き
れ
ば
、
と
思
い
ま

す
。

島
：
私
は
医
師
会
で
の
公
務
を
通
し

て
、
医
療
政
策
や
医
療
を
と
り
ま
く

社
会
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
で
き
、

視
野
が
広
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

社
会
と
の
つ
な
が
り
が
重
要
な
こ
と

を
、
学
生
さ
ん
た
ち
に
積
極
的
に
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

目
：
若
い
皆
さ
ん
と
関
わ
る
こ
と
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
も
非
常
に
刺
激
に

な
り
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
や
相
談
し

た
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
当
会

を
頼
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

東京都医師会における
学生・若手医師支援活動

東京都医師会の
次世代医師育成委員会について、

担当の先生方にお話を伺いました。

対等な立場で、
将来の医療について
共に考えたい
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出
産
・
育
児
を
経
験
し
つ
つ
、
働

き
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
る
医
学
生

も
多
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
二
人

の
お
子
さ
ん
を
育
て
な
が
ら
働
く
、
岡

山
大
学
整
形
外
科
助
教
の
鉄
永
倫
子

先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

周
囲
の
協
力
で
働
き
続
け
ら
れ
た

―
―
先
生
は
、
日
本
整
形
外
科
学
会

の
女
性
医
師
支
援
等
検
討
委
員
会
の

委
員
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

鉄
永
（
以
下
、
鉄
）
：
は
い
。
委
員

会
は
２
０
１
７
年
４
月
に
発
足
し
ま

し
た
。
仕
事
と
育
児
の
両
立
を
支
援

す
る
仕
組
み
、
女
性
医
師
の
声
を
学

会
に
届
け
る
活
動
を
行
っ
て
い
く
予

定
で
、
現
在
会
員
に
対
し
現
状
把
握

の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
―
先
生
ご
自
身
は
、
育
休
を
取
得

さ
れ
た
の
で
す
か
？

鉄
：
私
自
身
は
、
少
し
で
も
多
く
の

経
験
を
積
み
た
か
っ
た
の
で
、
育
休

は
取
得
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
産
後
も

時
短
勤
務
と
い
う
形
は
と
ら
ず
、
フ

ル
タ
イ
ム
で
働
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
子
ど
も
の
お
迎
え
な
ど
は
あ
る
の

で
す
が
、
夫
婦
で
同
じ
医
局
に
所
属

し
て
い
る
の
で
、
ど
ち
ら
か
が
お
迎

え
に
い
け
る
よ
う
に
取
り
計
ら
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

二
人
の
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
も

働
き
続
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
周
囲

の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
別
の

部
分
で
他
の
先
生
方
の
お
役
に
立
ち

た
く
て
、
現
在
は
講
演
会
等
を
積
極

的
に
引
き
受
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

活
躍
の
場
は
未
知
数

―
―
痛
み
が
ご
専
門
だ
と
伺
い
ま
し

た
が
、
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は

何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

鉄
：
学
生
時
代
、
大
学
の
整
形
外
科

の
医
局
や
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

部
に
通
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
出
会
う
高
齢
の
患
者
さ

ん
た
ち
は
み
ん
な
腰
や
膝
が
痛
い
と

言
っ
て
い
て
、
な
ん
と
か
し
て
あ
げ

た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
地
域
で
の

健
診
等
に
同
行
し
た
際
に
は
、
治

療
・
リ
ハ
ビ
リ
を
通
じ
て
患
者
さ
ん

が
元
気
に
な
っ
て
い
く
様
子
を
、
間

近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
辛

そ
う
な
患
者
さ
ん
も
笑
顔
で
社
会
に

戻
っ
て
い
け
る
よ
う
な
医
療
を
し
た

い
と
い
う
思
い
が
、
私
の
原
点
で
す
。

整
形
外
科
と
い
う
と
手
術
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
と
思
い
ま
す
が
、
痛
み
の

診
察
や
骨
粗
鬆
症
の
管
理
等
も
、
と

て
も
大
事
な
分
野
な
ん
で
す
よ
。

―
―
手
術
以
外
に
も
、
様
々
な
活
躍

の
場
が
あ
る
の
で
す
ね
。

鉄
：
そ
の
通
り
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

色
々
な
働
き
方
が
考
え
ら
れ
る
診
療

科
だ
と
も
思
う
ん
で
す
。
特
に
女
性

は
出
産
・
育
児
の
時
期
が
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
の
時
期
に
重
な
り
や
す
い
で

す
が
、
整
形
外
科
な
ら
、
手
術
の
部

分
は
他
の
先
生
に
お
任
せ
し
て
、
手

術
以
外
の
治
療
を
自
分
が
担
当
す
る
、

と
い
う
働
き
方
も
あ
り
え
ま
す
。
あ

る
い
は
、
出
産
・
育
児
を
し
な
が
ら

手
術
の
経
験
を
た
く
さ
ん
積
み
た
い

と
い
う
場
合
も
、
手
術
を
途
中
交
代

し
て
い
た
だ
い
た
り
、
準
備
の
部
分

は
他
の
先
生
に
お
願
い
す
る
と
い
う

よ
う
な
働
き
方
も
可
能
で
し
ょ
う
。

日
本
整
形
外
科
学
会
は
、
男
女
共
に

働
き
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
け
る

よ
う
支
援
活
動
を
展
開
し
、
皆
さ
ん

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
や
離
職
防
止
・

復
職
支
援
の
た
め
の
仕
組
み
を
作
っ

て
い
き
ま
す
。
整
形
外
科
に
興
味
が

あ
る
け
れ
ど
迷
い
が
あ
っ
た
り
、
躊

躇
さ
れ
て
い
る
学
生
さ
ん
も
、
将
来

の
進
路
と
し
て
、
積
極
的
に
検
討
し

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

日本整形外科学会の
女性医師支援

女性医師支援等検討委員会の
委員である鉄永先生に、

お話を伺いました。

多様な活躍の場で
多様な働き方を受け入れる
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医学生の交流ひろば
医学生同士の交流のための情報を掲載していきます。

開会あいさつ　
　岡山大学　医療教育統合開発センター
　三好 智子先生
事前アンケート結果の共有

話題提供①　
　岡山大学：今村・大塚
　高知大学：立道

グループワーク前半
　アイスブレイク
　各大学の学生の教育参画の現状共有と
　課題の抽出

ディスカッション内容の全体共有

話題提供②
　広島大学：鵜飼
　京都大学：外山・池尻

グループワーク後半
　課題の掘り下げと、具体的かつ独創的な
　改善案の模索
　ディスカッションのまとめ

ディスカッション内容の全体共有
まとめ・クロージング
　岐阜大学　医学教育開発研究センター　
　鈴木 康之先生

9:00～

9:15～

9:35～

11:00～

11:20～

12:00～

タイムスケジュール

本校のカリキュラム委員会には、都度開催の学生部会・ワーキン
グ部会と、年１回開催の総会があります。医学科生全員からなる
学生部会で出た意見は、ワーキング部会に議題として自由に提出
できます。ワーキング部会は教授６名、教授以外の教員３名、学
部生２名からなり、学生と教員が対等に議決権を持っています。総
会には医学部教員の他、県医師会長など外部委員も参画します。

広島大学
広島大学　医学部
鵜飼 翔一

京都大学にはKS-CoM（京都大学医学教育を考える学生の会）と
いう団体があります。臨床実習長期化等のカリキュラム改変をきっ
かけに、教員-学生間の対話を促すことを目的として有志学生が活
動を始めました。現在の活動内容は、KUROME（京都大学医学教
育-教員ワークショップ）での「学生の声」の発表や、学生と教員のセ
ミフォーマルな懇談会の開催、教員へのインタビューの実施等です。

岡山大学には「医学教育学生会」という組織があり、意見箱やヒ
アリングを通して学生の意見を集約し、メンバーで話し合っています。
また、議題の一部は学生と教員からなる「医学教育連絡会議」で
議論されます。臨床実習で役立つ情報をまとめた冊子「POCCE」
の編集への協力、5年生から4年生への講義の企画運営など、医
学教育への学生の主体的な関わりの窓口として機能しています。

岡山大学
岡山大学　
医学部　
今村 竜太
大塚 勇輝

京都大学
京都大学　
医学部　
池尻 達紀
外山 尚吾

高知大学BRIDGE（医学教育学生部会）は、2014年に学生有志
３名で結成され、①学生と教員との懸け橋に！②先輩と後輩との
懸け橋に！の二つを目標に掲げて活動してきました。医学教育に関
する学生アンケートをとってカリキュラム委員会で報告するだけでな
く、下級生から上級生への学生生活に関する質問事項を募集して、
上級生に回答してもらうなど、様 な々活動をしています。

高知大学
高知大学　医学部
立道 理乃

２
０
１
７
年
10
月
14
日
・
15
日
、

岐
阜
大
学
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
が
主
催
す
る

「
第
66
回
医
学
教
育
セ
ミ
ナ
ー
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
岡
山
大
学

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
８
「
医
学
教
育
に
お
け
る

学
生
参
与
の
可
能
性
を
考
え
よ
う
」

で
は
、
各
大
学
で
医
学
教
育
へ
の
学

生
参
与
に
取
り
組
む
16
大
学
38
名
の

学
生
・
教
員
が
集
ま
り
、
各
校
の
取

り
組
み
の
現
状
や
課
題
を
共
有
し
て
、

改
善
策
を
共
に
考
え
ま
し
た
。
参
加

者
に
と
っ
て
、
他
大
学
の
医
学
教
育

の
実
情
を
知
り
、
各
大
学
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
委
員
同
士
で
情
報
を
共
有

す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ド
ク
タ
ラ
ー
ゼ
編
集
部
を
通
じ

て
、
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
学

生
企
画
者
に
連
絡
を
取
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、

edit@
doctor-ase.m

ed.or.jp

ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

話題提供
ワークショップの学生企画者らが、自校での取り組みを紹介しました。

ワークショップ「医学
教育における学生参与の
可能性を考えよう」を開催

42



２
０
１
７
年
10
月
14
日
・
15
日
、

岐
阜
大
学
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｃ
が
主
催
す
る

「
第
66
回
医
学
教
育
セ
ミ
ナ
ー
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
岡
山
大
学

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
８
「
医
学
教
育
に
お
け
る

学
生
参
与
の
可
能
性
を
考
え
よ
う
」

で
は
、
各
大
学
で
医
学
教
育
へ
の
学

生
参
与
に
取
り
組
む
16
大
学
38
名
の

学
生
・
教
員
が
集
ま
り
、
各
校
の
取

り
組
み
の
現
状
や
課
題
を
共
有
し
て
、

改
善
策
を
共
に
考
え
ま
し
た
。
参
加

者
に
と
っ
て
、
他
大
学
の
医
学
教
育

の
実
情
を
知
り
、
各
大
学
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
委
員
同
士
で
情
報
を
共
有

す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ド
ク
タ
ラ
ー
ゼ
編
集
部
を
通
じ

て
、
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
学

生
企
画
者
に
連
絡
を
取
る
こ
と
が
可

能
で
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、

edit@
doctor-ase.m

ed.or.jp

ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

グループワーク
現状の課題と解決策

解決策
・役割分担を明確に行うことで、各学生の活動の負担を軽減させる
・１年生の頃から学年の結束を強め、意見を言いやすい雰囲気を
　つくり、「母校を良くしたい」という意識を根付かせる
・学生のボランティア精神を刺激して、活動に参加してもらう
・自分たちが参画することで、実際に医学教育が変わったという成
　功体験を、SNS等で拡散する

解決策
・学生代表が、自分たちの意見をそのまま教員に伝えてしまうので
　はなく、自分たちの意見や周囲で聞かれる意見をまとめて、学生
　全体のグループSNS等などで一度共有し、そこで返ってきた反
　応を踏まえてまとめ直してから伝えるという手順を踏むようにする
・教員と学生の飲み会など、フランクな交流の場を設ける

解決策
・人が意見を言いやすい場所や空間を作る
・学生部会の議事録を公開して、全学生で共有する
・色々な人の意見を聞くために、学生委員を固定性ではなく交代制
　する
・学生に対し、リーダーシップの研修を実施する
・学生と教員との懇親会を設けたりすることで、学生と教員が同じ
　問題意識を共有できるようにする

解決策
・強制的にアンケートに回答するような状況を作る
　（アンケートに回答しないと出席したとみなされない、など）
・学生が、自発的に「アンケートに回答したい」という気持ちにな
　れるようにする
　（アンケートに回答すると、欠席してもその分の出席点を考慮して
　もらえる、など）

解決策
・団体を１から作る際の、コアとなる人材を集める
・コアとなる人を集めるために、最初は、各学年から１～２名を強
　制的に集め、会議を開くようにする
・そこから少しずつ人脈を広げ、徐々にコアとなりうる人材を集める

解決策
・意見を出してくれる学生に対しては、特別なアプローチは必要ない
・サイレントマジョリティ層に対しては、情報公開するなどして、安
　心してもらえる関係を築く
・進級が危ない層については、まず担任制度を作り、担任教員に
　よる直接指導を通して意見を集めていく
・大学側・教員側が、自由に意見を言えるという安心感を与え、学
　生から集めた意見を反映させるという姿勢を見せる

課題
・一部の学生に活動の負担が集中している
・ちゃんと進級さえできれば、あとはどうでも良いという考えの学生
　の存在
・医学教育参画へのモチベーションの維持が難しい

課題
・やる気がある学生が中心となって医学教育に参画しているが、
　それ以外の学生の意見が反映されていない
・教員と学生がフランクに話せる機会が少ない
・教員と学生の距離が遠い

課題
・代表者として、まんべんなく学生の意見を集約するのが難しい
・組織として、継続してリーダーシップをとれる人間を育て、次世代
　につないでいく方法が必要
・学生と教員の合意形成が円滑にできていない

グループ１
学生の医学教育への参画を拡げるには

グループ３
学生の意見の抽出の仕方について

グループ５
リーダーの育成について

課題
・学生が「いくらアンケートに回答しても、どうせ教員には伝わって
　いない」という思いを持ってしまっている
・「自分たちの成績に関係しないなら、アンケートなんてどうでもい
　い」という意識が学生にある

課題
・学生団体のような団体がない大学が、団体を１から作り出すため
　にはどうしたらよいか

課題
・学年全体は、意見を出してくれる層と、大多数のサイレントマジョ
　リティ層と、進級が危ない層との大きく三つに分けられる。まんべ
  んなく全ての層から意見を集めたい
・アンケートを率直に書いたら成績が不利になったりするのではな
　いかという不安を持つ学生が多い

グループ２
「学生アンケート」について

グループ４
学生主体の医学教育に関する団体がない大学

グループ６
広い意見を得る＆一般化する
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医学生の交流ひろば
医学生同士の交流のための情報を掲載していきます。

2017年11月25・26日に福島県飯舘村で、村
民と医療系多職種の学生が「ごちゃまぜ」になっ
て語り合うワークショップが実施されました。
2011年の福島第一原発の事故以来、飯舘
村は村内全域に避難指示が出ていましたが、
2017年3月より住民の帰村が始まりました。６
月に開催されたプレワークに続く今回の第一回

ワークショップでは、１日目に仮設住宅や特別
養護老人ホームを訪れ、村が抱える問題を直接
聞き取りました。
２日目は具体的な解決策について村民も交えた
グループワークを行い、グループごとに発表をし
ました。最も良い案を出したグループには、表
彰状と村の名産品が贈られました。

多職種の学生と住民が村のこれからを話し合う
飯舘村「ごちゃまぜ IPE」第１回ワークショップ

Report

Report

よくあるご 質 問
【ドクタラーゼ】

【日医Lib】 Q&A

2017年11月3日に、第12回女性医師と女子医
学生の交流会、通称Ginkgoの会が大阪大学に
て開催されました。Ginkgoの会は、女子医学生
が各方面で活躍されている先生方のお話を伺っ
たり、将来に対する様々な不安についてアドバ
イスを頂いたりする機会を設け、他大学の医学
生と交流することを目的としております。大阪大
学医学部が中之島にあった頃より行われていま
したが、長らく中断されていました。十数年前に
Ginkgoの会を復活させようと熱意を持った先輩
方のご尽力により、再び開かれるようになりまし
た。再開以降は毎年開催され、今年で12回目と
なります。
今回講演してくださった３名の先生方は、喜多村
祐里先生（1990年大阪大学卒）、太田有美先生

（1996年大阪大学卒）、宮部はるか先生（2009
年愛媛大学卒）です。学生は大阪大学の他、近
畿圏の３つの大学から25名ほどが集まりました。
様々なライフイベントのなかでも、いきいきとお
仕事をなさっている先生方のお話は大変参考に
なりました。人との出会いを大切に、自分自身の
軸をしっかりと持って日々精進していきたいと思う
ことのできる、貴重な講演だったように思います。
先生方のお仕事の様子からプライベートな部分

まで、直接お話を伺うことで、家庭を持ちながら、
医師という仕事とどのように向き合っていけばよ
いか、女性医師としてどのようにしてキャリアを積
んでいけばよいか、ということを一緒に考えてい
く機会となったはずです。こうしたイベントが、日
頃から将来のことについて考えるきっかけになれ
ば、と思っています。

 14：00 ～ 開会のあいさつ
 14：05 ～ 講演　宮部 はるか先生  
　 2009年 愛媛大学卒業　
　　　　　　大阪母子医療センター　
　　　　　　耳鼻咽喉科
　　　　　　「卒後8年　自分との戦い、
　　　　　　新たな挑戦」
  14：30 ～ 講演　太田 有美先生
  1996年 大阪大学卒業　
　　　　　　大阪大学大学院医学系研究科
　　　　　　耳鼻咽喉科・頭頸部外科
　　　　　　「卒後20年あるがままに」　
 15：10 ～ 講演　喜多村 祐里先生
　　　　　　1990年 大阪大学卒業　
　　　　　　大阪大学大学院医学系研究科
　　　　　　社会環境医学講座　環境医学
　　　　　　「これまで大切にしてきたもの、
　　　　　　これからの医療に思うこと」
 15：35 ～ 委員長のあいさつ、写真撮影
　15：50 ～ 茶話会 　 
　18：00 閉会                                                

第 12 回女性医師と女子医学生の交流会（Ginkgo の会）
大阪大学医学部 3 年　山﨑 舞

ドクタラーゼのバックナンバーは、すべてドクタラーゼ WEB上で公
開されています。また、日本医師会の電子書籍サービス「日医Lib」
でもバックナンバーをご覧いただけますので、ぜひご覧ください。

【ドクタラーゼ】
WEB: http://www.med.or.jp/doctor-ase/backnumber.html

【日医Lib】
WEB: http://jmalib.med.or.jp/

ドクタラーゼのバックナンバーを読みたい！Q
A

開催日時：2017年11月3日（金）
　　　　  14：00 ～ 18：00
場所：大阪大学吹田キャンパス　
        銀杏会館3F

【プログラム】

【開催内容】
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「医学生の交流ひろば」では、医学生による様々
な活動の紹介を行っています。掲載をご希望
の方は、ドクタラーゼWEBのフォームもしく
は下記のメールアドレスまでご応募ください。
WEB: http://doctor-ase.med.or.jp/event.html
Mail: edit@doctor-ase.med.or.jp

ドクタラーゼでは、「同世代のリアリティ」「医師への軌跡」
「FACE to FACE」などの医学生が登場する企画に参加して
いただける医学生を募集しています。
興味のある方は、お名前・大学名・学年・参加希望の企画
を添えて、下記のメールアドレスまでご連絡ください。
Mail: edit@doctor-ase.med.or.jp

「医学生の交流ひろば」に
イベント情報・団体紹介を載せたい！

ドクタラーゼの企画に参加してみたい！Q

A

Q
A

入会手続きは、所属医療機関のある郡市区等医師会を通じて行いますので、直接お問い合わせ下さい。
また、窓口となる郡市区等医師会が不明な場合は、以下のステップのとおり、まずは所属医療機関のある都道府県医
師会にお問い合わせ下さい。各医師会の連絡先は日本医師会WEBにてご確認いただけます。
WEB：http://med.or.jp/link/search.html

（１）所属医療機関のある都道府県医師会に、「日本医師会に入会したい」と問い合わせる。

（２）都道府県医師会から、窓口となる郡市区等医師会（あるいは大学医師会）を紹介してもらう。

（３）（２）で紹介してもらった窓口へ、郡市区等医師会・都道府県医師会・日本医師会への入会申込書を提出する。

臨床研修医の年会費について
日本医師会は2015年度より、臨床研修医の年会費

（6,000円）を無料化しました。また、医師資格を証
明する ICカード「医師資格証」につきましても、無料
にて発行しています。
さらに、多くの都道府県医師会・郡市区等医師会にお
きましても、年会費の減免等が講じられています。詳し
くは各医師会にお問い合わせ下さい。

入会したいです！
先生の所属なら

ですね！

郡市区等医師会・大学
医師会で一括して
申し込みができます！

入会のご案内
医師会への入会方法をご案内します

医師会入会のフロー

step 1 step 2 step 3

研修医・若手医師のための入会案内冊子
「あなたと医師会」WEBで公開中！

６年生の皆さんへ

研修医・若手医師が医師会に入会
するメリットがこの一冊でわかりま
す。WEBでも公開中なので、ぜひ
ご覧ください！

45



中
村
（
以
下
、
中
）：
大
塚
先
輩

は
、
中
四
国
医
学
生
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

CO
M

Es
を
立
ち
上
げ
た
り
、
医
学

生
生
理
学
ク
イ
ズ
大
会
を
日
本
で
最

初
に
開
催
し
た
り
、
岡
山
大
学
の
医

学
教
育
学
生
会
の
代
表
と
し
て
先
生

方
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
り
と
、
非

常
に
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

今
回
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
に
あ
た
っ

て
、
友
人
た
ち
に
先
輩
の
印
象
を
聞

い
て
み
た
ら
、「
名
前
は
知
っ
て
る
」

「
色
々
や
っ
て
る
人
だ
よ
ね
？
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

大
塚
（
以
下
、
大
）：
そ
う
い
う
印

象
な
ん
だ
（
笑
）。
僕
も
低
学
年
の

頃
「
な
ん
か
す
ご
そ
う
」
っ
て
思
っ

て
た
先
輩
が
い
た
け
ど
、
自
分
が
言

わ
れ
る
立
場
に
な
る
と
、「
そ
ん
な

に
色
々
や
っ
て
な
い
よ
」
っ
て
思
っ

ち
ゃ
う
な
。

中
：
私
は
現
在CO

M
Es

の
代
表
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

先
輩
がCO

M
Es

を
立
ち
上
げ
た

き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

大
：
直
接
の
き
っ
か
け
は
２
年
生
の

頃
、
東
大
・
京
大
・
名
大
・
阪
大
の

学
生
が
行
う
研
究
発
表
会
「
４
大

学
学
生
合
同
リ
ト
リ
ー
ト
」
に
参
加

し
て
み
た
こ
と
だ
ね
。
同
じ
学
年
の

医
学
生
が
発
表
し
て
い
る
の
を
見
て

「
す
ご
い
」
と
思
う
と
同
時
に
、
岡

山
県
内
だ
け
で
な
く
、
外
に
も
目
を

向
け
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
ん
だ
。
で

も
、
大
阪
や
東
京
と
比
べ
て
岡
山
に

入
っ
て
く
る
情
報
は
か
な
り
少
な
い

か
ら
、
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
ら
取
り

残
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
情
報

を
集
め
て
共
有
す
る
団
体
を
作
ろ
う

と
考
え
た
。CO

M
Es

は
今
で
こ
そ

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
も
企
画
す
る
よ
う

に
な
っ
た
け
ど
、
初
め
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

グ
ル
ー
プ
で
集
め
た
情
報
を
共
有
し

て
い
く
小
さ
な
活
動
だ
っ
た
し
、
今

も
そ
の
活
動
は
大
切
に
し
て
い
る
よ
。

中
：
先
輩
は
ど
こ
か
ら
こ
ん
な
に

情
報
を
集
め
て
く
る
ん
だ
ろ
う
っ
て
、

い
つ
も
不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。

大
：
初
め
は
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
で

片
っ
端
か
ら
探
し
て
い
た
け
ど
、
今

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト

か
ら
勝
手
に
入
っ
て
く
る
感
じ
か

な
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
う
ま
く
使
っ
て
情
報

収
集
・
発
信
す
る
こ
と
で
、
新
た
な

活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
て
い
る
よ
。
だ
か
ら
後
輩
た
ち
も
、

CO
M

Es

を
利
用
し
て
、
楽
し
い
こ

と
を
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
く
れ
た
ら
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
：
他
に
も
先
輩
は
英
文
で
臨
床
実

習
の
症
例
報
告
を
書
き
、
学
会
で
発

表
し
て
表
彰
さ
れ
る
な
ど
、
個
人
と

し
て
も
実
績
を
出
し
て
い
ま
す
よ
ね
。

大
：
こ
れ
は
以
前
、「
臨
床
実
習
の

症
例
報
告
を
英
文
誌
に
投
稿
し
た
ら

ア
ク
セ
プ
ト
さ
れ
た
」
と
言
っ
て
い

た
先
輩
が
い
て
。
じ
ゃ
あ
僕
も
や
っ

て
み
よ
う
と
思
っ
て
、
５
年
生
の
時

に
指
導
医
の
先
生
に
相
談
し
て
挑
戦

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
う
し
て
実

習
を
頑
張
っ
て
い
る
う
ち
に
、
他
科

の
先
生
方
か
ら
も
「
学
会
に
行
っ
て

み
な
い
か
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

き
、
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
だ
。

中：お
話
を
伺
っ
て
い
て
、先
輩
は「
い

い
な
」
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
自
分
で

も
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
、
実
際
に

行
動
に
移
す
と
こ
ろ
が
す
ご
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
そ
の
原
動
力
は
、
ど

こ
か
ら
来
て
い
る
ん
で
す
か
？

大
：
実
は
僕
は
低
学
年
の
頃
、
真

面
目
に
勉
強
し
た
い
と
思
う
一
方
で
、

漠
然
と
何
か
楽
し
い
こ
と
を
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
悶
々
と

し
て
た
ん
だ
。
そ
の
時
の
思
い
が
今

の
自
分
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
個
人
で
楽
し
い
こ
と
を

見
つ
け
る
に
は
限
界
が
あ
っ
た
け
れ

ど
、CO

M
Es

を
立
ち
上
げ
た
ら
範

囲
が
広
が
っ
た
。
そ
し
て
活
動
を
続

け
る
う
ち
、
他
の
地
域
の
人
た
ち
か

ら
も
何
か
と
声
を
か
け
て
も
ら
え
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
。

　

後
輩
の
皆
さ
ん
も
、
興
味
の
あ
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
学
生
の
う
ち
に
気

軽
に
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
身
近
な
人
や
外
の
人
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
し
、
与
え
ら
れ
た

機
会
を
疎
か
に
せ
ず
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
け
ば
、
少
し
ず
つ
可
能
性

は
広
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

interviewee

 大塚 勇輝 
interviewer

中村 薫

各
方
面
で
活
躍
す
る
医
学
生
の
素
顔
を
、

同
じ
医
学
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
が
描
き
出
し
ま
す
。

No.17

大塚先輩にはこれまで様 な々場面でお世話
になってきましたが、今回初めて、多様な活
動に取り組む動機や大切にしていることなど
を聞き、改めてとても素敵だなと思いました。
私の大学生活の残り２年間や、その先も、
先輩のように面白そうなことに目を向け、しっ
かり楽しみ、取り組みたいと思います。

中村 薫（岡山大学　４年）

profile
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1994 年福岡県生まれ。ラ・サール中高
卒。中四国医学生コミュニティCOMEs
を設立するなど、医学生の視野の拡大
と交流のための企画、広報などに数多く
携わる。将来は、医学と医学以外の分
野を融合し、人とのつながりを築くことを
ライフワークとする臨床医になりたい。

大塚 勇輝（岡山大学　６年）

profile
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